



















































































































































































Mode Ritz　method Ritz　method Method　of
number （a） （b） superposition
lst 3，484 3，494 3，459
2nd 8，521 8，547 8，356
3rd 21．38 21．44 21．09
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Fig．8　Buckling　curves　of　a　cantilever　plate　with
　　　variable　section　and　thermal　gradient．
nak基礎がある場合の座屈荷重が大きい。しかし，
座屈曲線の形状は特に変化は見受けられない。
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8．まとめ
　本研究は，Pasternak基礎上の熱勾配をもつ変断面
片持ち長方形板の振動および座屈特性を明らかにした
ものである。
（1）固有振動，座屈ともに解の収束性は良好で，変断
　面および温度パラメータは解の収束に影響を与えな
　い。
（2）変断面パラメータが増加すると，振動の固有値（固
　有振動数）および座屈固有値は増大する。
（3）温度パラメータが増加すると，振動の固有値（固
　有振動数）および座屈固有値は減少する。
（4）変断面および温度パラメータが固有振動形に及ぼ
　す影響は小さい。
　今後は本研究の固有振動解析，座屈解析で得られた
解をもとに，Pasternak基礎上の熱勾配をもつ変断面
片持ち板の動的安定性解析を行う予定である。
　最後に，本研究の数値計算にぽ，長崎大学総合情報
処理センターの電子計算機FACOM　VP－1200モデル
10を使用したことを付記する。
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Appendix　A片持ちばりおよび両端自由ばりの固有振
動形
乃π＝oosλ彿αξ一〇〇8」らλ魏σξ＋α翅（sゴπλ初αξ一sづ〃乃λ勉αξ）
乃1＝1　　h2＝痔（1－2η）噛
1診π＝00S；診μπ∂η一〇〇8μ”∂η
　　一βπ（s勿¢1診μπわη十sづημπ6η）（つz≧3）
ここに，
　＿5翻彿α一s勿繊翅α
αズ‘・ελ。α＋・・s妬α
島一B影≡騰
馬σ：片持ちばりの固有値，『 ﾊ。∂：両端自由ばり固有値
（〃ろπ＝1，2，…，ハリ
、4勿θπ4㍍B固有関数の定積分
今一
S15（ξ）脚ξ
蝋1s（ξ）乃・沸・μξ
砺一 S1s（ξ）聯ξ
蝋1s（ξ）聯ξ
蝋1S（ξ）幅μξ
蝋’励14ξ
蝋1脚ξ，
蝋1G（ξ）脚ξ
蝋1働
蝋1聯・
蝋1瓦万・三
三1方1舳
蝋’万瀞η
ここに，
G（ξ）＝1＋β＊（1一ξ）
T（ξ）＝・1　一δ　（1　ふξ）
S（ξ）＝｛1．一δ　（1一ξ）｝，｛1＋β＊　（1一ξ）｝3
乃1駕＝λ辮α｛一s癩襯αξ一s白帆λ解αξ
　　　＋α鋭（60sλ初αξ一〇〇ε1Zλ〃、αξ）｝
；診17＝λ〆z｛一3つ％λμξ一8ゴフ¢；診λμξ　　　「
　　＋α7（60sλ〆②ξ一〇〇s乃λ〆¢ξ）｝
132物：＝・（λ彿α）2　｛一〇〇ελ沼ξrCOS海λ糾ξ
　　　＋α翅（一8ゴ7z，～翅αξ一sゴ％1zλ彿αξ）｝
み2プコ（λ卿）2　｛一COSλ拶ξ一〇〇忌13λ〆αξ
高橋　和雄・江島　裕章・古谷　寿章 177
　　　＋α，（一s癩μξ一sゴ癩μξ）｝
％，3が1の場合
妬物1、＝乃2。＝乃2、＝0
％，3が2の場合
孤”＝砺sニー2幕
乃2π＝乃2s＝：0
％，3が3以上の場合
乃1πニμ”δ｛S伽勿πδη一3伽μη∂η
　　　一βπ（0031Zμπ∂η十COSμπうη）｝
1診15＝μs∂｛εゴ％1診μs∂η一8勿¢μs∂η
　　　一β5（oos1診μ5∂η→一〇〇sμ5δη）｝
1診2．＝（μπう）2　｛00S13μη6η一〇〇Sμ％ゐη
　　　一βπ（s勿¢1乞μπ∂η一s勿zμπ6η）｝
〃2，＝（μs6）2｛00吻、∂η一〇〇8μ，∂η
　　　一β∫（sゴ％1zμs∂η一s勿¢με∂η）｝
（勉，π，フ～s＝1，2，…，バリ
